
 

科目分類 専門基礎科目 健康の理解と健康支援 開講時期 ２年 前期 

授業科目 臨床病態学Ⅱ 

選択／必修 必修 単位数（時間数） ２単位 ６０時間 授業形態 講義 

担当教員 林 祐一  鈴木 一也 

メールアドレス y-hayashi@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 授業の前後 

 

授業目的 

疾病を予防し、疾病の回復を支援する看護を展開するために、疾病のなりたち

や回復の過程、回復促進に関して臨床で必要不可欠な基礎的でしかも実践的な病

態の知識を習得する。 

授業概要 

疾患本態の成り立ちを症状、診断、予防、治療、予後といった視点から、臨床

病態学の基礎的知識を学ぶ。また、患者の異常な状態をアセスメントし、医学・

看護それぞれの立場から適切に対処できるための方法論を学習する。 

授業内容 

第 1回 脳・神経系（脳卒中） 

第 2回 脳・神経系（認知症） 

第 3回 呼吸噐（防御機構の障害） 

第 4回 呼吸噐（循環・拡散障害等） 

第5回  呼吸器（呼吸調節・換気障害 

・肺気腫） 

第 6回 呼吸噐（肺腫瘍） 

第 7回 脳・神経系（脳腫瘍、脱髄） 

第 8回 脳・神経系（末梢神経） 

第 9回 脳・神経系（頭痛） 

第 10回 脳・神経系（パーキンソン関

連疾患） 

第 11回 症状からみた疾患の診断① 

第 12回 臨床検査からみた疾患の診断 

第 13回 循環器（冠循環の異常) 

第 14回 循環器（不整脈) 

第 15回 神経筋接合部および筋疾患 

第 16回 嚥下障害を来す疾患 

第 17回 循環器（先天性心疾患・弁膜

症・ 心筋症・心ﾀﾝﾎﾟﾅｰﾃﾞ） 

第 18回 循環器（高血圧と低血圧） 

第 19回 循環器（動脈硬化症・大動脈

瘤、静脈瘤） 

第20回 症状からみた疾患の診断② 

第21回 臨床検査からみた疾患の診断 

第22回 まとめ 

第23回 泌尿器（糸球体腎炎・ﾈﾌﾛｰｾﾞ 

症候群・腎盂腎炎） 

第24回 泌尿器（慢性腎臓病） 

第25回 泌尿器（急性腎不全・慢性腎不

全・人工透析・腎移植） 

第26回 泌尿器（尿路・前立腺・膀胱疾

患） 

第27回 生殖器（生殖器の奇形） 

第28回 生殖器（卵巣癌・子宮癌・子宮

筋腫・子宮内膜症、乳腺疾患） 

第29回女性とホルモン 

（排卵障害・更年期障害） 

第30回 まとめ 

 

第 1,2,7-10,15-16,23-30回 林 

第 3-6,11-14,17-22回 鈴木 



 

教科書 

参考書等 

教科書：系統看護学講座 専門基礎分野 病態生理学 (第 2版)、 2016、 

  田中越朗、 医学書院 

参考書：ぜんぶわかる人体解剖図 坂井建雄、橋本尚嗣、成美堂出版 

 新版 生理学の基本 中島雅美、マイナビ出版（ISBN978-4-8399-7219-6） 

成績評価 

基準・方法 
試験 2回 (合格基準は総合して 60％以上) 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 
１年後期に使用した「解剖生理学」を講義時に持参すること。 

実務経験のある

教員の教育方法 

臨床医としての経験を活かして、疾病の原因や経過、回復の過程、治療に関わ

る病態の全般について講義を行う。 

 


